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対 話 の 思 想
日本語教育における教室の生成をめぐって
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第 3週～ 4週 3.選んだ人物と「対話」をする
第 3週～ 4週 4.対話の内容をまとめる ク̈ラスで報告
意見交換




























































第13週 11.作 品 集を作る
§3.活動の流れ
§4.そ の他






































































































































































































































































































② その課題は完成したものであること (ゃ りかけとか途中までというのは
ダメ)。
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